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ロンボク島の高地の伝統的稲作
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Sembalun Bumbung,amountain vi11agein
Lombok,stillmaintainsatraditionalmodeofrice

cultivationtogetherwithitsrelatedrituals.Land

lSPreparedforcultivationbyusingaherdofcattle
totramplethegroundrepeatedly;nei血erplownor
hoeisused.An eight･monthvarietyofricewith
large,redgrainsistransplantedintotheprepared
plots.ThebeliefinりmotherriceHisstillvery

1985年1月,たまたま数日間,ロンボクに

立ち寄って,その稲作を見る機会があったの

で,そのことを報告する｡ロンポク島はバリ

島の東にあり,バリ島より一段小さい島であ

るが水田は多い｡ここに述べようとするもの

は,そのうち火山中腹の商標高地 Sembalun

Bumbungのものである｡

工 SentdtnBtLnbtLng

図1は ロンボク島北東部の地図で あるo

SembalunBumbungは Rinjani(3,726m),

Nangi(2,330m),Anakdare(1,924m),Pringi

(1,832m)等の火山に囲まれていて,一見カ

ルデラの底にあるかのように見える｡集落中

央の標高は約1,050m である｡

図2はSembalunBumbungを通って北岸の
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strong,andaseriesofritualsisobservedtoencow-
agethisgoddessatdifferentoccasionsfromsowlng
tostoringoftheharvest.TracesofaMelanesian

wayofthinkingarealsofTound,inthatsomepeople
saythattheyshouldbecarefuatthetimeofharvest
becausetheirancestorsmaybecomeenviousof
theirharvestanddosomemischief.

TanjungTengakから東岸のPringgabajaに到

る道にそった断面図である. 北岸の Tanjung

Tengakから棲高 700m ぐらいまでは,ほと

んどの所が二次林と薮である｡耕作はほとん

どないO標高約 800mに到ってBawanaoの集

落がある｡ここにはかなり広いオカポ畑があ

るo上の村を過ぎると,3-4kmの間はまた

薮が広い｡そして,SembalunBumbungの大

きな集落と水田に到る｡

SembalunBumbungは768戸の家と260haの

水田を持っている｡その北隣りにあるSemba-

1unLawangはそれより少し小さい集落だが,

この2集落を合わせると,約400haの水田が

あり,これが,この火山中腹の凹地の水田団

地を作っている｡

SembalunBumbungから東海岸に出るに

は,RinjaniとNangi の二つの火山の間の高

い鞍部を越さねばならない｡この鞍部に到る

道は広いコーヒー園の中を通ってゆく｡ コー

ヒー園の更に上は草地になり,それが棲高約
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囲l SembalunBumbung(標高約 1,050m)とその水田,ならびにBawanao(標高約900m)

の位置図｡図全体はロンポク島の北東隅にあたる｡

1,600m の鞍部まで続く｡草地の中には時に

オカボが見 られる｡

鞍部を過 ぎて,南東斜面に入ると,その植

生は北側のそれとは一変する｡ 深い常緑樹林

が合間を覆い,道はその暗い林床を行 くよう

になる｡そして傾斜が緩 くなると初めて森が

切れ,オカボが現れ,Pasegulanの集落に着

く｡ Pasegulanの集落の下方にはバナナ園が

広い｡ そして それは やがて 棚田地帯に変わ

り,海岸までゆっくり下 りてゆく｡海岸には

細いココヤシ帯があり,その先は,スンバワ

との間の海峡である｡

ロンボク島の水田の98%以上は Pasegulan

の下方に広がるような,火山裾野の広い棚田

である｡ それ らは全て梨耕移植田で,多くは

二期作田になっている｡ しかし,この報告で
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図2 Bawanao,SembalunBumbungを通り北海岸 (スンダ海岸)から東海岸 (スンバワとの
海峡)にいたる断面｡断面図はほぼ道ぞい

取 り扱うのはこの水田地帯ではない｡もっと

標高が高く,火山の中腹に孤立した水田であ

る｡

私達が火山中腹のSembalunBumbungに孤

立した水田を調査に選んだのは,ここにロン

ポクの水稲耕作の祖型があると考えたからで

ある｡広い棚田地帯の多くの村々は,自分達

はSembalunの子孫だといい,Sembalunこそ

は Sasak族の持つ最も古い集落の一つだと認

めている｡ちなみにいうと,村の古老の話で

は,SembalunBumbungは1428年にはすでに

存在しており,東征の途中たおれた マジャ

バヒト王国の宰相ガジャマダの墓があるとい

う｡

Ⅱ 稲 作

Ⅱ-i SembalunBumbungの水稲耕作

SembalunBumbungで現在行われている水

稲耕作法は次の通 りである｡

蹄 耕

1980年代に入ってから蹄桝が減った｡ しか
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にとっている｡

し,それまでは,特別な深田以外は全て席桝

で耕していた｡1985年現在でも,まだ蹄餅は

極めて多い｡全水田面積の過半は蹄耕で耕し

ていると見てよい｡そのやり方は以下の通 り

である｡

蹄排をする田には,その前日もしくは前々

日から集中的に水を入れる｡深さ5cmぐらい

に湛水する｡そして長大な草があってもその

ままの状態で,そこに,10頭から20頭ぐらい

の牛を入れる｡ 稀には40頭ぐらい入れること

もある｡ ふつうの田は25×40mぐらいの大き

さだが,その中で,この年の一団は反時計ま

わりに,グルグルグルグルまわる｡ この時,

回転の軸を少しずつ移動させていって,田全

体を麟ませるようにする｡

20頭ぐらいだと,3-4人の男が一団 を制

御する｡ 1人が一団の先頭になって田中を歩

きまわる｡ 牛の一団は忠実にそれについてま

わる｡ 5分に一度ぐらい,その先頭の男はポ

ケットからビニールの袋を取 り出している｡

掌に塩をなすりつけているのである｡そして,

その事を牛に向けてさし出すと,それまで疲
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れて,だらけ気味だった牛が猛然とその掌に

向ってくる｡ 掌の塩を読めることができるの

は,いつも,先頭を歩く特定の 1頭だけであ

る｡ それでも,それが勢いよく歩くと,一団

全体の動きが早くなる｡ 別の 1人ないしは2

人は一団の後ろにいて鞭を振っている｡ たい

ていは,もう1人か2人,これは子供が畦に

立っている｡ 時々一団から逃げ出して走 り去

る年を追っかけてつれ戻す役目をする子供で

ある｡

草の生えたままで行う,この第 1回目の蹄

耕を ngerpakという｡ 25×40mぐらいの田

だと,20頭の牛を用いた場合,1時間か 1時

間半ぐらいで作業が終わってしまう｡ この

ngerpakが終わると,田は湛水したままの状

態で1週間から2週間放置される｡

この間に,田の畦修理をする｡ 刈跡放牧中

や ngerpak中に崩れて保水機能を果たさな

くなった畦を堅固にするのである｡ この畦修

理には tambak という一種のクワか, cepak

という一種のヘラを用いる｡

第 2回目に行う蹄餅をremasakという｡ こ

れも第 1回目と同じ要領で行う｡第 1回目,

第2回目の蹄耕すなわち ngerpakと remasak

を総称して nggaro という｡

remasakを行うと,中一日ぐらい お い て

ngamngamを行う｡これは田面に浮いている

草を拾い集める作業である｡ そして,この直

後にエブリをかける｡ これで植付準備は完了

である｡

泥が非常に深く,人間の腰ぐらいまで入る

所では蹄桝は行えない｡こうした所では人間

がクワを用いて株をひっくり返し,これでも

って本田準備完了とする｡

穂播き苗代,移植,除草

ここでは全て移植である｡直播栽培はない｡

したがって苗代を作らねばならない｡苗代は

穂播きである｡ 稲穂のまま2日2晩浸水し,

それを引き上げて一昼夜コモ包み に して お

く｡ すると催芽するのでそれを播く｡ 穂は蹄

桝で耕した苗代の上に,2穂ずつ,縦並びに

規則正しく置いてゆく｡こうして,苗代に2カ

月間置いておく｡

2カ月間たった苗は,密植のため,線香の

ように細い｡それを引き抜くと,葉先を切 り

とって,30cmぐらいの長さに揃え,指で植え

てゆく｡ 植付間隔は30-40cmとし,2-3本ず

つで 1株とする｡

除草は,湛水している田だと指で行う｡ 泥

をかきまぜ,草を引き抜き,それを手か足で

地面の中に埋め込む｡もし,田が乾いている

と,ngiskisという一種のクワを用いる｡これ

は両刃のカミソリに似たもので,刃渡 りは約

20cm, それに1.5m ぐらいの柄がついてい

る｡ これで稲の株間の草を削 りとる｡

長期種の赤米

伝統的な稲品種といわれているものは草丈

の高い大粒稲である｡ 草丈は1.6-1.7m にな

る｡穂の長さは20cmはある｡ それに300粒近

い粗がつく｡ 粗は少し長めの大粒であり,2

cm ぐらいの菅がある｡粗の色は黄色だが,玄

米の色は赤い｡ ご飯に炊いたものは赤飯のよ

うに赤い｡ねぼり気がほとんど無く,冷えた

ものはパサバサして極めてまずい｡

この稲には決まった作李はない｡播種して

から8-9カ月で収穫できる｡ 排水の悪 い所

だと,水の引いた3月に移植し,10月に収穫

する｡ 苗代期間の2カ月を加えると播種後収

穫までは9カ月である｡排水の良い田だと,

12月か 1月に植え7月頃収穫する｡この場合,

播種から収穫までは8カ月である｡

1980年頃から,政府の指導で排水路の整備

がなされ,稲とトウモロコシの二毛作が導入

された｡ この際,新たに導入された稲は白い

玄米の5カ月種であった｡ これ以後,在来の

伝統種は padeabang(赤米の意｡以下植物の

呼び名などは,全て現地で使用されている言

葉｡Sasak語と思われる｡)と呼ばれることに
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なった｡伝統種は全て赤米であった｡

穂 摘 み

稲は穂摘具 (rangkap)で摘みとる｡ 摘み

とった稲は直径 3cmぐらいの小束(angka)に

し,野小屋の近くで,2-3日地干しする｡乾

き上ると,これを2乗合わせて大束 (netep)

にし,集落の中にある米倉 (gdeng)に運ん

で収納する｡gdengは高床でネズ ミガエシの

ついた建物である｡

穂摘みは熟したものから摘むようにし,1

筆の田は2-3回に分けて収穫する｡この時特

に大きい樽は種子用に別途保存する｡ 別に種

子用の粗を作る特別の区画があるわけではな

い ｡

最終回の摘み取 りの時には,未熟なものも

全て摘む｡ただし,未熟なものはそれだけを

集めて別の束にする｡ これは野小屋では乾か

さないで,摘みとった日に持ち帰 り,すぐに

穂のまま土釜で清文る｡ そして, まだ熱いう

ちに白に入れて抱き偏平な焼米にする｡ こ

れは emping(Sembalun)または odakodak

(Bawanao)と呼ばれている｡ ふつう,ココヤ

シミルク,ヤシ砂糖などと混じて食べる.

柵作りと水利調節

768戸ある Sembalun Bum bungの村統計に

よると,ここの家畜は牛456頭,水牛0頭,局

86頭,山羊208頭である｡村人の話では,牛は

実際にはこの統計に表れた数値の3倍ぐらい

はいるという｡ 村内で最も多く牛を所有する

人は1人で70頭持っているし,ちょっとした

牛持ちだと5-6頭は持っているという｡牛を

持たない人 もいるから,平均すると1戸あた

り2頭ぐらいの見当になるというのである｡

集落には牛舎というものがなく,全てが完

全な放牧である.一年中,高みの草地にいて,

田拝えの時だけ,つれて降 りて来られるとい

う｡ 飼主はその時になると,草地に行き大声

で呼ぶ｡すると牛が集まって来るという｡

ところで,何分放牧であるから,うっかり

l;

すると牛が水田に入 り込む｡牛だけでなく,

山羊も馬 も放し飼いだから,同じように水田

に入 りこむ｡それで水田には柵が必 要 にな

る｡水田には,それを取 り囲んで,パンダナ

スや濯木の生垣がしてあるが,それだけでは

不充分なので,厳重な柵作 りをする｡村の水

田団地全体を囲い込む柵を作るのである｡ こ

れは村での重要な共同作業の一つと考えられ

ている｡

周 りの山から流れ込んでくる谷川の水は豊

富だから,水争いの起こるようなことはほと

んどない｡しかし,それでも,蹄桝をしよう

とする田などは,作業の2-3日前から多 量

の水を必要とする｡作業を,かけ流しの状態

でしょうとするからである｡ こんなわけで,

充分にある水とはいえ,作業の円滑な遂行の

ためには,ある種の水管理が必要になってく

る｡

上の柵作 りや配水を指導する役目として,

村には昔から pekasiという村役人がいる｡

Ⅱ-ii Bawanaoのオカボ栽培

SembalunBumbungにもオカポ作 りが全く

ないわけではない｡ しかし, オカボが広く

作られて いるのは, Sembalunの北隣りの

Bawanaoである｡Bawanaoは Sembalunのよ

うな古い村ではない｡その昔,Sembalunの近

くに居たが,何代か前に火山南禁に下 り,そこ

で Masbigik という集落を造って棚田耕作を

していた｡ しかし,この Masbigikが過密に

なり,その一部が1930年にまた山に上ってき

たO こうして造られたのがBawanaoである.

ここは水利の便が悪く,水稲が作 り難い｡そ

れで,もっぱらオカボに頼っている｡ 以下は

そのオカボ栽培の様子である｡

短期休閑畑

オカポは短期休閑畑とでも呼ぶべき畑で作

られる.2-3年から,5-6年連続耕作した

あとは,数年から,5-6年休耕する｡この種
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の畑では,初年度は薮や潅木林を開くことに

なる｡その初年度の伐開,火入れ,穿孔,点

播の方法は普通の焼畑の場合と同じである｡

ただ,2年目以降は,浅く耕すことになり,

いわば常畑に近い耕作法になる｡

Bawanaoの場合,この短期休閑畑は耕地の

形態としてみると,普通の焼畑の場合と全く

違う｡しばしば,耕地が幅 1m,深さ1mとい

った空濠 (petak)で囲われ,時に空濠の内側

に,さらに柵が設けられたりしているからで

ある｡ こうした空濠は耕作の初年度に作 られ

る｡ あるいは,休耕していた土地で再度耕作

を行う時には,その時,あらためて大修理が

される｡

耕地はこうして,いわば常設の耕地のごと

く造成きれたものであるが,耕地に対して個

人の所有権があるというものではない｡たて

まえとしては,休耕された土地に対しては誰

が耕作に入っても良いということになってい

る｡ しかし,実際にはそういうことはなく,

濠の掘 られた土地はまるで個人の所有である

かのように,いわば占有的に使用されるとい

う ｡

2年目以降の整地

2年目以降の地持えは初年度に行う焼畑の

それとは全く違う｡クワ (tambak)で土を3-4

cmの深さに耕す｡これは耕すというよりも,

むしろ雑草を削 り取ることが主目的であると

いってもよい｡この作業はmbrombakといわ

れる｡こうして削 りとられた草は,しばらく

そのままにして乾かした後,ngareng という

5本歯の熊手で掻き集めて小山に積 み焼 く

か,または畦状に積みあげる｡

Asakによる穴あけと点播

クワを用いた整地の後,asakで穴を あけ

て, そこに稲枝を点播する｡asak というの

は,3-4mはある長い竹竿の先に木製のヘ

ラを挿しこんだ一種の掘具である｡ヘラは幅

4cmぐらいで長さ15cmぐらいである｡竿の

今一方の端は,二つ割 りにされていたり,時に

その節に小石が入れてあったりする｡この竹

竿を両手で斜めに支え持ち,そのヘラ先で素

早く土をはね飛ばして浅い穴をあけてゆく｡

すると,その後ろに続いている女がそこに粗

を数粒ずつ入れてゆく｡

男達は素早く踊るように調子をとりながら

この作業を続けて ゆくので,asakの先が,

ちょうどカスタネットのようにバクバクと音

をたてる｡男達は誰 もが腰に鞘入 りの山刀を

つけているから,それがまた一緒に,カタカ

タと音をたてる｡ 少なくとも4-5組が,しば

しば10組以上が,同じ畑に入って,調子を合

わせてこの作業を行うから,それは賑かな音

の競演になる｡もうすぐ雨が来て,草 も木 も

萌え出るという期待に人々の心は浮き浮きし

ているので,この種子播きは,まきに楽しい

祭そのものであるという｡何人かの人達は,

この asakの先端に,サ トウヤシの若葉で包

んだチマキをぶら下げて,また一種かわった

音を出すという｡ こうした asakは,そのカ

スタネット風のバクバクという音 の た め に

pakpakとも呼ばれている｡

混 播

オカボの播種が終わると, その畑には雑

穀を混播する｡ まず,畑の周辺に モロコシ

(beleleng)をまく｡ これには asakは用いな

い. najuk という普通の 穿孔棒を用いる｡

najukは直径 3-4cm,長さ1.2m ぐらいの,

ただの木の棒である｡ これを片手に持ち,土

地を垂直について孔を穿つ｡

畑の周辺のモロコシ播きが終わると,すぐ

にオカボの間にトウモロコシ (jagon),アワ

(batam),ハ トムギ(elas),リョクトウ(botor),

ササゲ (kacanpanjang)などを播く.これら

ち,やはりnajukで穿孔して,そこに播くO

この染臣穀の播種は家族単位で行うもので,オ

カボ播種のように共同で賑かに行うものでは

ない｡
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アワは batam が普通の呼び名だが,jawa

bineとも呼ばれる｡雑穀の中で,このアワだ

けは特別なものと考えられている｡そして,

これだけは点播ではない｡最も一般的な播種

法は散播である｡ すでにオカポの点播されて

いる畑にバラ播かれる｡ 次に多い方法は,オ

カポの点播のために asakで穴をあ け る時

に,竹竿と掌の間にアワを挟んでおく方法で

ある. こうしておくと,asakを動かす た び

に,少しずつアワが落ちる0第三の方法は一

種の散播だが,口に含んでおいて,吹きつけ

るようにして播く方法である｡Bawanaoには

見られないが,火山南麓のいくつ か の村 で

は,アワの移植がある｡ これは15日ぐらい苗

代においておいたアワを畑に植えつけるもの

である｡

混挿された畑は,育ち出すと全 体 として

は,オカボ畑に見える｡ そして,その中に,

ちらほらと他の作物も混じっているといった

格好である｡ただ,畑の周 りのモロコシだけ

はかなり規則的に,ちょうど柵のような格好

に植えられる｡

オカポはほとんどが播種後5カ月で実る｡

有菅の大きな穂をつけるものが多い｡ふつう

は粗は黄色で,玄米は白いものだが,時に粗

の赤紫色のものがある｡ この場合も玄米は白

い｡混植されているトウモロコシやアワは稲

よりも1カ月から半月ぐらい早く実る｡一方,

畑の周辺に植えられるモロコシは稲 と同 じ

か,むしろそれより少し遅く収穫きれる｡

ちなみに,シコクビェはここでは知 られて

いない｡

除草,間引き,鳥追い,収穫

オカボ栽培作業のなかで最も多くの時間が

かかるのは除草である｡生育中には少なくと

も2回の除草が必要である｡ 除草にはふつう

前記の ngiskisが用いられる. また,小さな手

グワの用いられることもある｡

除草時の今ひとつの重要な仕事は過密気味
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に混播されている作物の間引きである｡ アワ

などは,特に密に播かれているので,これを

間引く｡

野豚の侵入を防ぐために空濠と土手を築く

ことはすでに述べた｡それと別に,鳥追いが

また不可欠である｡豊熟期になると,人々は

畑の中の見張小屋に一日中とどまって鳥を追

う｡

収穫の方法は水稲の場合と全く同 じで あ

る｡穂摘みをして,2-3日間畑で乾か した

後,屋敷内の米倉に入れる｡

オカボの後

オカボを数年作った後はそのまま休耕し,

薮に返す場合が多いが,時にはイモ塀を植え

る｡ こうした場合,今日ではキャッサバやサ

ツマイモを植えることが多いが,以前はタロ

イモの類を多く作った｡ これには tojang と

lomaがある｡ tqjangはオヤイモ型のタロイ

モである｡ lomaは tqjangより少し背が高

く,葉の形も少し違う. Corocasiaの tojang

が葉の中央から葉柄を出すのに対して,loma

は葉のくびれの所から葉柄が出ている｡イモ

は比較的小さなものが多くつく｡lomaはたぶ

ん Xanthosomaであろうと思われる｡lomaは

tqjangより美味ということでtqjangより多く

作 られる｡

タロイモ鞍に劣らず多かったのが食用カン

ナで ある｡ これは sebeといわれて いる｡

tojang も loma も sebeも今では焼畑からは

追い出されて,そのかわり屋敷地のマンゴー

や ミカンの木の下などに植えられている｡

焼 畑

集落の近くには短期休閑畑が多いが,遠 く

には焼畑がある｡ これは1年か2年耕作する

と放棄し,10年ぐらいは放置しておく｡耕作

の方法は薮の伐開,火入れの後,穿孔,点播

する｡播種後の除草から収穫までの作業は短

期休閑畑のそれと同じである｡

この種の焼畑は近年はほとんど消滅しかけ
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ている｡ 政府が森林破壊につながる焼畑を禁

止したからである｡かわって,短期休閑畑の

面積が増えている｡

Ⅱ 稲 作 儀 礼

Ⅱ-i SembalunBumbungの例

以下に述べるものは,SembalunBumbung

で今日なお忠実に行われている儀礼である｡

ただしかし,以下に述べる情報はSembalunの

住民から直接に聞いたものではない｡峠を南

に越した Sewelaの郷土史家から聞いたもの

である｡Sembalunでは儀礼に関して質問し

ても何故か答えが全く返って来なかった｡

Nyalamatruban

これは稲作最初の儀礼である｡ 苗代播種が

近づくと,吉日を選んで,村人は村長を先頭

に,村の水田の最上流にある泉に行く｡この

時,人々は自分の持っている最上の着物を着

てゆく｡泉に着くと,そこで水牛を殺して,

その首を土中に植え,泉に向かってその年の

豊作を祈る｡ この後,人々は水牛の頭以外の

部分をそこで料理し,共食する｡ ご飯は各自

が家から持って行ったもので,それを食べる｡

もし肉が余ると,それは村に持って帰 り,参

加しなかった人達にも分け与える｡

この共食が終わると,各自は持参した小さ

い容器に泉の水を入れ,それを家 に持 ち帰

り,母相 (inaina)の稲穂に振 りかける｡ こ

うしておくと,その年の稲は虫に食 わ れ た

り,病気になったりしない ｡

Mangayuayu

これは nyalamatruban に付随した儀礼で

ある｡泉の前で水牛を犠牲に捧げ,泉に豊作

を祈った後,天に向かって別の祈 りを捧 げ

る｡ これをmangayuayuという｡これはもっ

ぱら雨乞いが主目的である｡

Nanda

苗代の稲が 1カ月半から2カ月になって植

付けが必要になると,人々は斎囲 (tanda)へ
の儀礼的植付け (nanda)をする｡tandaとは

水田の一隅に,1m四方ぐらいで特別に清浄

に囲い込んだ所である｡ ここには母稲 (ina

ina)を植える｡この母稲の移植作業が nanda

である｡ その田の植付けの前日,まずここに

儀礼的な田植えを行うのである｡

Nyalamatpertama

田植えが終わって約 2カ月すると行う｡別

にとりたてたことは行わないが,モチ米のお

粥を作って家族全員で食べる｡

Nyalamatkedua

植付け後 3カ月ほどたった時この儀礼を行

う｡ これは totandoに鶏の血を塗る儀礼で

ある｡ totando とは tanda(斎囲)をとり囲

んでその四隅に建ててある棒のことである｡

これは稲を強くする儀礼である｡

Nglidrin

最初の穂摘みの前日,この儀礼を行う｡ こ

れは老人が行う｡その時老人はまず tandaの

作ってある一隅に行き,そこで脆さ,香を焚

く｡ それから,そこの稲の葉 5-6葉を束 ね

て結ぶ｡それが終わると立ち上 り,香を持ち

ながら,反時計まわりに畦を歩き,次の隅に

到 り,再びそこで脆いて,そこにある稲株の

葉5-6枚をまた結ぶ｡香を焚きながら,同じ

ように,第三の隅でも結び,最後にもう一度,

tandaのある隅に帰って来て, もう一度ゆっ

くり香を焚く｡

これは翌日に行われる穂摘みを稲に通告す

る儀礼だといわれている｡ こうして収穫を通

告し,稲魂が他に行かないように,それを稲

の中に結び込む儀礼だといわれる｡老人が田

の四辺をめぐって儀礼をとり行なっている間

に,田の近くまたは家では鶏が殺される｡ こ

れは田や稲に捧げる鶏ではなく,老人に捧げ

る鶏だといわれる｡

Tandaの摘取り

nglidrinの翌朝,まだ夜の明けきらないう
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ちに老人はtandaに来て穂摘みをする｡摘み

取った穂は2束に縛 り,それを野小屋 (dan-

gan)の梁の上に置く｡

本田の摘取り

その日,本田の摘取 りが行われる｡摘取 り

は何人もの手助けが要 り,多勢で行う｡摘み

取られた穂は小さな束にきれ,野小屋の脇の

空地にきれいに並べて干される｡全ての穂束

が並べ終えられると,先に摘みとって梁の上

に置かれていた2束が持ってこられ,並べら

れた穂束の上に置かれる｡

Inaina作り

2-3日乾かしておくと稲東は完全に乾き

上 り,米倉への収納が可能になる｡ こうなる

と,例の2束は大きな1束に結いなおされ,

母相 (inaina)の姿に整えられる｡ この時,

この inainaの中には,手頃な大きさの石が

縛 り込まれる｡こんなに重い稲穂が来年もま

た出来ますように,という祈 りをこめて石が

入れられるのだという｡

こうして inainaの形が整えられると,そ

れは龍に入れられ,女が頭の上に載せて,家

の米倉に運ぶ｡

Inainaの収納

米倉に持って来られた inainaは,まだ他

の稲穂が到達する前に,その米倉の床の中央

にソッと置かれる｡ これが終わると,その他

の稲穂が運び込まれ,それらは inainaの上

に,次から次へと高く積み上げられてゆく｡

Inainaへの謝罪

もし過って, inainaを野小屋の梁から落

としたり,米倉への運搬の途中乱暴な扱いが

あったりすると,ただちに鶏を殺して,ina

inaへの謝罪をしなければならない.そうし

ないと inainaが怒って他所に行き,翌年か

ら米がとれなくなる｡

新米の食べ始め

収納した稲穂はその翌日から消費してよい

というわけではない｡約 1カ月の間はそのま
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まにしておかなければならない｡そのうち村

長からの告示がある｡ するとその日,人々は

モチ米を炊き,鶏を殺して共食をする｡ これ

が済むと,その翌日からは新米の消費が許さ

れる｡

Ⅱ-ii Bawanaoの例

水田を持たない Bawanaoには泉で水牛を

犠牲にするnyalamatrubanはない｡ しかし,

tanda(斎囲)にあたるものはここにもあり,

それはmoporと呼ばれている｡moporへの播

種儀礼以下は Sembalunの場合とほぼ同じで

以下の通 りである｡

Moporへの播種

inainaにする稲の播種は畑の一隅に作っ

た moporに行うが,ここには5穴,7穴また

は9穴を作 りそこに点播する｡moporの播種

を行うまでに,畑の他の部分に播種をするこ

とは許されない｡moporへの播種日は,別に

村で決めたりはしない｡ 各人が teluの法則

にしたがって決める｡日曜日に生まれた人は

火曜日に,月曜日に生まれた人は水曜日にと

いうように,中一日をおいた2日後の曜日に

当たる日に moporに播種しなければ ならな

い｡moporさえ,こうして決められた日に播

いてしまえば,他の部分は何時播 い て もよ

い｡
(telu とはイスラムが導入される以前にあ

った Sasak族の信仰体系である｡山腹の多く

の集落は第二次大戦前は ほぼ全員 teluを信

じていた｡例えば,SembalunBumbungの村人

が大挙してイスラムに転じたのが1954年だと

いわれている｡)

Inaina作り

moporの括取 りは,一般の畑の摘取 りに先

だって行わねばならない｡その日がまた telu

によって決められる｡播種が火曜日であった

なら摘取 りは木曜日であらねばならない｡播

種が水曜日なら摘取 りは金曜日である｡ここ
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でもまた,播種日に中一日おいた第2日目の

曜日に摘取 りを行わねばならない｡

Bawanaoでは,inainaにする穂はあまり

完熟したものは良くないとされている｡ むし

ろ少し若いめのものが良い｡そしてここでは,

inainaそのものは1束でよいが,別に2束を

作る｡この2束は夫と子供の未だという｡ そ

して,この3束をさらに1束に束ねて,米倉

の一番底に入れる｡

初 抱 き

inaina とその他の稲穂を無事,米倉に収

納してもすぐにそれを食べることは出来 な

い｡まずちゃんとした感謝祭を行い,それか

ら村長が日を決めて,初揺さを行う｡

以上が Bawanaoで聞いた稲作儀礼である｡

あ と が き

火山中腹に孤立した村々にはまだ稲作にか

んして古い耕作法,儀礼,考え方が残ってい

る｡例えば,米は人に分け与えてもよいが絶

対に売ってほならないと考えている老人がま

だ多 くいる｡古い米倉には100年もたった米

のまだ残っている所があるという｡ 米は単な

る食料以上のものとして受けとられている｡

蹄排が大々的に残っていることも特筆すべ

きことである｡これは今では年で行われてい

るが,かつては水牛によるものだった｡蹄桝

のことを nggaro というが,牛のことは sapi

といい,水牛のことは gao ということを書

いておけば, この作業が元々は水牛で行わ

れていた ことが 推察されよう｡ 最初の儀礼

nyalamatrubanには牛ではなく水牛が供儀に

用いられるのだという｡ 確かなことは判らな

いが,実質的には水牛のいなくなった Sem-

balunBumbungでも,この儀礼にだけは水牛

を用いるらしい｡ いずれにしてもササック人

はジャワ人などと違って水牛文化を持ってい

たようである｡

Sasak族の稲作が典型的なマレーのそれで

あることは宇野円空 亡1944]によってもうか

がえる｡同書には Sasak族の母稲思想の強い

ことをいくつか例示している｡ 例えば,穂ば

らみ期の稲には,ちょうど妊婦に与えると同

じように酸味の強いものを供え る亡同上番 :

272]｡母稲は摘みとると小束にし,葉をつけ

て膏とし,首輪をつけて飾る [同上書:322-

323]｡また母稲は大切なものだから,食べて

しまうなどということはもっての他,と考え

られている亡同上書 :324]｡

同時に人々が悪霊を恐れることも顕著であ

るo 例えば, 収穫中は djin (精霊)などと

いう言葉を 口に出してはいけない｡悪霊 が

やって来て稲を駄目にするからである [同上

普 :322]｡冶棒を田の中に置いて は い けな

い｡やはり悪霊がやって来るからである [同

上書 :322]｡また仮にその日に一筆が終わら

ず,摘み残した場合は,必ず稲の葉を結び合

わせて戸関 りをしておかねばならない｡悪霊

が入って来るからである[同上書 :322]｡こう

した悪霊の出現はロンボク以東のヌサ トゥン

ガラからメラネシアにかけては極めて普遍的

なテーマである｡このことは,古川[1987]が

すでに指摘している｡

ロンボクの古風な稲作には,マレー的要素

とメラネシアの根栽文化的要素が混在してい

る｡ ロンボクからフローレスにかけては,こ

ういう観点からすると特に面白い所ではない

かと私達は考えている｡
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